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研究成果の概要（和文）：本研究では、コーパスを利用した語学教育開発にあたり、質的なコ
ーパスと量的なコーパスの双方の利用環境を整えた。(1) 日本語 e-Learning コンテンツの開発
環境の基礎資料として、日本語教科書コーパスを開発した。(2) 英語 e-Learning コンテンツの
分野では、句動詞用例のコーパス化と用例サイトの作成を行った。(3) 語学教育にウエブ上の
実用例を活用するために、汎用コーパスである Google 5gram 英語データ（1 兆語）から用例
を自動抽出する検索システムを構築した。 
 
研究成果の概要（英文）：For the purpose of language education, this study has realized the 

environment for usage of both quality and quantity corpora. (1) We have developed a corpus 
of Japanese language for analytical use based on Japanese school textbook data. (2) We 
have created a corpus of English phrasal verbs and its website for student study. (3) We 
have made an automatic retrieval system optimized for Google 5gram corpus, which 
contains one trillion English words in it. 
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１．研究開始当初の背景 
これまでにコーパスからの用例収集(及びウ
ェブサイトを通じた用例の提供枠組み)と、語
学教育のための e-Learning システムの研究
開発を行ってきた。 
(1) コーパス検索手段の研究(検索手段の改
良と検索速度の高速化) 

自然言語処理技術を使い、コーパスから英文
を抽出することで多くの用例を得ることが
できる。佐野(研究代表者)は、(株)小学館と共
同研究を続け、英語コーパス(BNC : British 
National 
Corpus(http://www.natcorp.ox.ac.uk/))から、
英語用例を収集し、1320 項目からなる文法



項目別用例集(小学館コーパスネットワーク
から公開中。http://www.corpora.jp/)と、4319
の見出し語からなる句動詞用例集を試作し、
語学教育教材を作成してきた。コーパス検索
言語は CQL(Corpus Query Language (株)小
学館が開発)といい、単語を、抽象化された単
位(表層、見出し、品詞標識)で表現し、単語
連鎖パターンを使って用例検索を行う。 
not only ... but also のように文型パターンが
形態レベルの単位で表現できる場合は直接
抽出できるが、他動詞構文(主語、目的語など
構文レベルの抽象化された単位)のような文
型パターンは、積(and),和(or),差(diff)の集合
演算を組み合わせることで目的の用例を抽
出する。ひとつの語彙・文型について、少な
い場合でも 2～3、多い場合では 20 以上の
CQL 式と複数の集合演算式を記述する。 
語彙・文型の運用知識を充実させるには、こ
れまでの100倍以上の検索式を記述する必要
があり(後述)、言語知識の表現レベルと、CQL
による検索式記述の表現レベルの乖離が大
きく、式記述や管理が煩雑になるなど構文レ
ベルの抽象化単位で検索式を記述する必要
性が生じてきた。 
また、1320 項目(文法項目別用例)の場合、す
べての項目の検索に約 5 日間を要し、句動詞
用例(4319 見出し)では約 20 日を要する。従
って、これまでの 100 倍以上の規模の検索式
で用例検索を、実時間で実施する仕組みが必
要である。本研究では、DI(Dependency 
Injection)などの検索式間の依存性を管理す
る手法による検索式のオプティマイズと、デ
ィスクを使わずメモリー上でデータを処理
する検索エンジンの改良の、2 方式の組み合
わせによって高速化を実現する。 
２．研究の目的 
語彙(語義)や文型についての概念形成(いわ
ゆる語感獲得)には、練習用例数は多いほどよ
いといわれている。一般に、語学の文法学習
書や辞書では、学習項目毎に、あるいは語彙
(語義)毎に、関係する用例が、紙媒体という
記録制約もあって 1例しか掲載されていない
ことが多い。電子教材や電子辞書も、データ
作成時の参照先が文法学習書や辞書なので、
用例が少ない事実は変わらない。 
一つに絞り込まれた典型用例が示す概念を
知識とするだけでは、実際的な言語の運用は
できない。語彙や文型には、さまざまな側面
があり、基底の意味(core meaning)だけでな
く、意味・用法拡張の方向も複雑で、他の単
語との連鎖・共起も多様である。この言語知
識(運用知識)を知っていれば認知力が働いて、
単語や文型の持つ概念の多様さ、深さ、意味
推移まで含めたことばの効果的な運用が可
能になる。 
語彙や文型についての概念形成には、練習用
例数が多いほどよいのだが、一方、外国語と

して言語を学ぶ環境では、学習時間の制約が
あるので、言語運用知を効率的に提示する仕
組みによって、学習効率を向上しなければな
らない。 
本研究では，各語彙・文型の運用知識をコー
パスから収集して組織化し，それら用例と概
念視野を拡大する手段を提供することによ
って、語学教育の高度化と効率化を実現する。
語学教育教材(とくに e-Learning 用コンテン
ツ)の作成に言語知識を活用するための理論
及びシステムを開発することを目的とする。
この研究課題は以下の項目である。 
(1) コーパス検索手段の研究(検索手段の改
良と検索速度の高速化) 
(2) コーパスからの用例収集と組織化の研究 
(3) 運用知識の視覚化を含む、独自の
e-Learning コンテンツ開発環境の研究 
３．研究の方法 
研究組織は，代表者の佐野が全体を統括し，
データベースシステム班，用例収集分析班，
コンテンツ開発環境・教材班の三つの班で構
成する。 
  
【各研究班の役割】 
データベースシステム班は、(1)新しい検索
式の言語設計を行う(言語知識の表現レベル
と、現 CQL による検索式記述の表現レベルの
乖離が大きく、式記述や管理が煩雑になって
おり、その問題を解消することが目的)、(2)
新しい検索言語を CQLへ翻訳するコンパイラ、
及び CQL レベルでのオプティマイザー(検索
式間の依存関係を利用する)を開発する、(3)
インメモリー方式のコーパスデータ検索シ
ステムを構築する。(4)既存の日本語コーパ
スと教材用例を基に、用例収集分析版と協力
し、CQL を使って検索ができる日本語コーパ
スのデータベース構築を行う。 
用例収集分析班は，(1)既存の検索式と使っ
て用例検索を行う。また、データベースシス
テム班が設計する新しい検索言語を用いて
検索式を作成し、用例抽出を行う、(2)抽出
した用例について、中心語と各パターンで収
集された結果の関係を、頻度情報や共起強度
などの基本統計量を求め分類する、(3)言語
の使用の偏りの分析から言語運用知識を組
織化する。 
コンテンツ開発環境・教材班は，(1)言語使
用の偏りの分析結果と、検索属性(語形、文
型、モーダル、主節形、従属形、学習レベル、
語彙水準など)を使って、用例への自動タグ
付けを行う、(2)言語運用知識を視覚的に提
示する手法を検討し、学習項目に対応する 1
つの制約(目的別解釈)と、学習対象の中心語
の他の語との共起制約など、言語が持つ多重
の制約(体系的解釈)を多視点的に提示する
インタフェースを実現する、(3)e-Learning
補助教材としての評価や、用例学習サイトと



しての評価を通じて、手法の妥当性の検証を
行う。 
４．研究成果 
４．１ 平成 19 年度 
本年度(2007 年度)、日本語コーパスの整理を
実施した。教科書コーパスの日本語用例文を
収集、整理した。日本で販売されている 1400
冊の教科書の内、指導書等の電子データのあ
る教科書を対象にコーパス収集を実施した。
また、日本語述部の定形/非定形表現の基礎
的な種類の特定を行い、自動分析するために
形態素解析結果から、基礎的な定形/非定形
表現を生成するプログラム等を開発した。 
英語用例のコーパス化と用例サイトの作成
を行った。冠詞や仮定法などと共に句動詞
(動詞＋前置詞/副詞)は、日本人学習者にと
って学習(理解と習得)が難しい文法項目で
あることが指摘されている。困難さの 学習
パラメータとして、句動詞を構成する不変化
詞(前置詞/副詞)に、動的な 意味があること、
及び視覚的なイメージを想起させる機能が
あることを前提に、句動詞用例サイトを試作
した。グループ化された前置詞/副詞が持つ
機能的なカテゴリに着目し、そのカテゴリの
認知的な解釈イメージを視覚的に示すこと
で、句動詞の意味理解を促進し、学習効果を
高める英語教材提供のためのウェブサイト
である。機能的なカテゴリは、動作を示す時
空間イメージや、因果関係、状態変化などの
イメージからなる。動詞の語彙的な意味、前
置詞/副詞の意味に加えて、グループ化され
た前置詞/副詞が持つ機能的なカテゴリの 3
つの視点を意識させる学習用例は、学習効果
の改善をもたらすと考えられる。2008 年度は
評価を実施する予定である。 
４．２ 平成 20 年度 
本年度(2008 年度)、昨年度に整理を行った日
本語コーパスの分析を実施した。コーパス
（日本で販売されている 1400 冊の教科書の
内、指導書等の電子データのある教科書から
収集）を 
使って、日本語教科書語彙分布調査を行い、
語(形態素、単語、文末語形)について、頻度
情報を求め、累積比率を計算した。高頻度語
の言語的な特徴について調べたほか、統計的
な累積ポイントである、2σ、3σや 4σ点の
語と頻度について調査した。 
タグ付きコーパスを管理・検索するためのツ
ールとして、小学館で開発された検索エンジ
ン(JSC)と、NAIST（松本研究室）で開発され
た Chaki（茶器）の利用を試みた。Chaki に
教科書コーパスを実装し、検索可能な状態と
した。 
なお、JSCは、UNI-Code対応にしているので、
日本語だけでなく、他の言語でもタグ付きコ
ーパスの形態であれば、JSC に実装すること
で検索が可能になる。例えば、英語であれば、

BNC タガー(CROWS)を使って英文を形態素解
析し、タグ付きのデータにすることで、検索
対象のデータの作成が可能であることを確
認した。 
本年度、未使用予算が発生した。研究分担者
との作業分担打ち合わせでの齟齬もあって、
お互いに発注したとの認識で進めていたが、
未発注であったことが 3月末に判明したため
である。本研究に対する影響は少なく、次年
度に購入することでカバーできる範囲のも
のである。 
４．３ 平成 21 年度 
本年度(2009 年度)、日本語コーパスの増強を
行った。すでに集積しているコーパス（日本
で販売されている 1400 冊の教科書の内、指
導書等の電子データのある教科書 170冊から
収集）のカタログを再調査し、教科バランス
と絶対的に不足していた科目（数学、英語、
音楽等）の指導書を購入し（52 冊を追加し）、
プログラムを用いてテキスト化を行った。テ
スト問題やドリルなどについてもテキスト
化を行った。同時に、教科書データの特徴比
較のため家電製品のマニュアル文章のテキ
スト化も実施し、両コーパスの文末表現の比
較を行った。また、日本語教科書データの検
索システムの改良を実施した。 
英語教材作成のためのツールとして、Google 
5gram 英語データ（1 兆語）を使った検索シ
ステムを構築した。このシステムは、
RDB(Relational Data Base)を用いて検索を
行う。用例検索では制限された正規表現を扱
うことができる。なお、Google 7gram 日本語
データ（2500 億語）についてはデータを購入
し、英語の検索システムに準じて検索システ
ムとして実装することができることを確認
した。当初は、検索式の工夫による用例検索
の高速化を目指したが、検索方法の工夫によ
って一般的なデータベースシステムだけで
高速検索が実現した。 
また、英語への翻訳難易度の視点から、日本
語従属表現の定性分析を実施した。従来の翻
訳指導書だけでなく日本語教育でも、意味解
釈の複雑さが指摘されている、日本語の連用
形について、英語翻訳のための類型の調査と、
類型を判断するための言語テストの方法を
確立し、日本語と英語の表現特徴が著しく異
なる用例について 1,000文余りの翻訳文を作
成した。 
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